（別紙１）
年度　革新的作業システム実証推進事業計画書

１．事業実施主体となる者
	


※登録林業経営体（育成林業経営体を含む）が主体となり組織する団体が要望する場合は、団体の規約・名簿を添付してください。

２．事業の内容
（１）解決を目指す課題
	





（２）実証する作業システムの内容
	














（３）構成員や連携者との役割分担
	








（４）実証する現地の確保状況
	確保済み（別紙）として位置図や地形図等の添付でも可





（５）実証するシステムに用いる機械と確保状況
	作業種
	使用機械
	確保状況

	作業道開設
	フェラバンチャザウルス（0.4）
	自社保有

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



（６）事業実施の予定スケジュール
	項目
	　　6　　7　　8　　9　　10　　11　　12　　1　　2　　3

	（記載例）
実証準備
	

	現地実証
	　　　

	研修会の開催
	

	報告書作成
	





３．事業実施に要する事業費の計画
（１）収入見込額
	総事業費
	　○○○(千円)

	

	県費補助金
	　○○○(千円)

	
	その他（自己資金）
	　○○○(千円)


※県費補助金の補助率や対象となる経費等は公募要領を参照ください。

（２）支出経費区分の見込額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	経費の区分
	金額
	備考

	賃金
	
	

	人件費
	
	

	報償費
	
	

	旅費
	
	

	需用費
	
	

	役務費
	
	

	委託料
	
	

	使用料及び賃借料
	
	

	備品購入費
	
	

	合計
	
	


※（１）収入見込額の総事業費と合計を一致させてください。
※備考欄には積算内容等を記入してください。見積書等の添付も可能です。

（３）機械・備品等の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	機械・備品の名称
（メーカー・規格等）
	数量
（単位）
	単価
	合計
	使用目的（積算根拠）

	無人伐倒機
（ﾘｰｽ、松本システム、シン・ラプトルⅡ）
	1（台）
	300
千円/日
	1,500
	伐倒実証
（300千円×5日間）
見積書添付

	シャックル
（10ｔ）
	5
（個）
	10
千円/個
	50
	研修会の安全確保に控え索を増やすために使用

	合計

	
	
	
	


※機械リースや、備品購入等を行う場合、記載してください。併せて、金額の根拠となる積算の詳細を記載してください。
※見積書及びカタログ等を添付してください。

４．実証のねらい
（１）生産性向上の見込み
	









（２）省力化の見込み
	









（３）労働安全性向上の見込み
	









５．担当者連絡先
	所属
	職氏名
	連絡先

	


	
	TEL：
e-mail：
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